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はじめに 
 

調査の背景と必要性 

2018 年 6 月に『障害者による文化芸術活動の推進に関する法律』が施行されました。条文では、「障害者

による文化芸術活動を幅広く促進する」こと（第三条一）が謳われ、「障害者による文化芸術活動に関する調

査研究の推進」（第一八条）や「国、地方自治体、大学、事業者等各種関係による連携協力体制の整備」（第

一九条）が提言されました。このことを踏まえ、広島県、広島大学、広島県アートサポートセンターが連携

し、広島県に在住・在勤する「障害のある人、サポートする人の表現および美術展覧会の鑑賞に関する実態

調査」（以後、本調査と記す）を実施することになりました。 

 

目的 

本調査では、これまで実態が明らかにされてこなかった特別支援学校卒業後の障害のある人の表現活動や美

術館やギャラリーでの美術鑑賞に焦点を当て、障害のある人及び支援者が生活の中でどのくらい美術に関わり

を持っているのか、また、どのような点に表現活動や美術鑑賞の魅力や難しさを感じているのか、その実態を

明らかにすることを目的としました。 

 

意義と独自性 

 本調査の意義と独自性は次の 3点であると考えています。1点目は、これまでほとんど行われてこなかった

特別支援学校等卒業後の障害のある人たちの表現及び鑑賞に関する実態調査である点です。2 点目は、当事者

の声を大規模に集めている点です。そして、3点目は施策への接続を想定した調査である点です。 

 

展望 

上述の通り、本調査は実態把握で完結する調査ではなく、調査結果を踏まえた施策に接続することが想定さ

れています。広島県にお住まいの障害のある方、支援をされている方から直接いただいた貴重な声を施策に反

映させ、障害の有無を問わず、広島県に在住・在勤されている方々のより豊かで文化的生活につなげ、共生社

会を実現していくことが目指されています。 
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調査結果ピックアップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●回答者について 

・本調査では、広島県内の 20 市町に在住・通所・入所している人 370 名から回答が得られた。 

・回答者の中には障害のある人（当事者）の回答が 88 名（24％）含まれている。 

・回答者のうち、外出時に支援が必要な人は 75％であった。 

●表現活動について 

・2020 年 8 月現在、何らかの表現活動を「している」人は 241 名（65％）、「していない」人は 129 名

（35％）であった。 

・表現活動の内容は、絵画が最も多く、続いて遊びでのお絵かき、粘土遊び・工作であった。 

・表現活動を行う場所は、通所施設が最も多く、続いて自宅、入所施設であった。 

・現在、表現活動を行っていない人のうち、特別支援学校高等部（もしくは高等学校）卒業を最後に表現

活動に取り組んでいないと回答した人が最も多く、全体の 46％であった。 

・現在、表現活動を行っていない人うち、表現活動を「とてもしたい」、「まずまずしたい」、「機会があれ

ばしてみたい」と回答した人は 76％であった。 

●鑑賞活動について 

・展覧会の鑑賞について、「よく行く」、「たまに行く」と回答した人は 129名（42％）、「ほとんど行った

ことがない」、「全く行ったことがない」、「昔は行っていたが今は行っていない」と回答した人は 241 名

（58％）であった。 

・展覧会に行くきっかけは、「本人（自分）が出品している展覧会」が最も多かった。 

・展覧会に行く方法として「家族と行く」が最も多かった。 

・現在展覧会に行っていない人のうち、展覧会に「とても行きたい」、「まずまず行きたい」、「機会があれ

ば行ってみたい」と回答した人は 70％であった。 

・展覧会への行きづらさの要因は、①施設・設備への不安、②周囲への憂慮、③興味の所在、④アクセ

ス、⑤場所への苦手意識の 5種類に分類できた。 

・行きづらさを感じている最も大きな要因は、興味の所在であった。ただし、このことは、本人のみなら

ず保護者・職員の美術への興味も鑑賞機会の創出に関係していることがうかがえた。 

・障害種の中では、広汎性発達障害の人たちが特に展覧会に行くことに難しさを感じていた。 

●展覧会の名称について 

・「今は「障害のある人」に限定した作品展も必要だが、将来的には「アート」というカテゴリーに含ま

れていくべき」という回答が最も多かった。 

●デジタル環境ついて 

・回答者のうち、本人用のデジタル端末を持っている人は 133 名（36％）、共用の端末を持っている人は

55名（15％）、持っていない人は 182 名（49％）であった。種類は、スマートフォンが最も多かった。 

・デジタル端末を用いた作品制作に「とても取り組んでみたい」、「少し取り組んでみたい」と回答した人

は 50％であった。 

●自由記述の回答について 

・自由記述では、いずれの項目も回答率が高く、「展覧会への行きづらさ」と「展覧会鑑賞に必要な支援、

配慮」の回答は、特に示唆が多かった。 
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１ 調査対象 

・広島県内の障害者事業所、当事者団体、各市町の相談支援事業所に所属する障害のある人と、障害のある人

を支援する人を対象とした。 

 

２ 対象者への依頼方法 

・本調査では、広島県のメーリングリストを用い、障害者関係事業所、法人に 350 通、関係団体に 6 通、市町

所管の事業所等に 23通、合計 379 通の依頼状を送付した。 

 

３ 質問紙 

 ・本調査では、障害のある方ご本人用と支援者用の 2 種類を用意し、いずれか該当する方に回答を求めた。 

・質問紙に記載された質問項目はご本人用、支援者用とほぼ同一内容であったが、言い回しや用いる文言は若

干の変更を加えた。 

・質問項目は、ご本人用、支援者用のいずれも 14項目で構成された。（ただし、分岐や追質問を含むため、選

択内容によっては回答しない項目や追加で回答する項目も含まれる）。 

 

４ 回答方法 

・回答方法は、①インターネットの Web アンケートフォームで回答、②郵送した紙媒体の質問紙で回答、③

文書をダウンロードし印刷した質問紙に回答の 3種類とした。 

・インターネットのWebアンケートは、Microsoft Office 365 に含まれているアプリケーション「Forms」を

使用した。 

・案内文では、①の Web アンケートフォームを用いた回答を依頼した。ただし、紙媒体が求められる場合に

は、②の通り、希望者に対して質問紙を郵送し、回収を行った。また、③の場合には、郵送もしくはファッ

クスで回収した。 

 

５ 回答期間 

・回答期間は 2020 年 6月 24 日（水）から 8月 7日（金）とした。郵送の場合は、8 月 7 日（金）付けの消印

まで有効とした。 

 

６ 研究倫理 

 ・本調査の実施に際し、広島大学人間社会科学研究科教育系プログラム倫理審査合同委員会に審査を申請し、

承認を受けた。（承認番号：202002） 
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調査結果 
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【回答数と回答率】 
 

 集計の結果、375 名から回答があった。内訳は、Microsoft Forms を用いた回答 340 件、郵送 33

件、ファックス 2 件であった。ただし、郵送での回答のうち、5 件に記入漏れがあったため、それ

を除いた 370 件を有効回答とした。 

 

 

Ⅰ 回答者の属性 

Ⅰ－１ 居住地 

 

 

 

居住地 人数 居住地 人数

広島市 135 東広島市 27

府中町 4 竹原市 6

海田町 0 大崎上島町 0

熊野町 3 尾道市 27

坂町 4 三原市 37

廿日市市 17 世羅町 1

大竹市 19 福山市 20

呉市 9 府中市 4

江田島市 0 神石高原町 2

安芸高田市 6 三次市 24

安芸太田町 7 庄原市 6

北広島町 10 広島県外 2

計 370
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Ⅰ－２ 年齢層 

     

 

 

Ⅰ－３ 回答者内訳（詳細） 

      

 

 

Ⅰ－４ 回答者内訳（本人・支援者別） 

       

年齢層 人数

0～6歳 10

7～12歳 31

13～18歳 33

19～29歳 86

30～39歳 70

40～49歳 72

50～59歳 35

60～69歳 24

70～79歳 6

80歳以上 3

計 370

回答者内訳 人数

施設等職員 202

保護者・家族 64

当事者 44

当事者の回答を家族や職員が打ち込み 44

造形教室等スタッフ 2

その他（訪問介助員、ボランティア等） 14

計 370

回答者 人数

本人 88

支援者 282

計 370
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Ⅰ－５ 障害種 

     

 

 

Ⅰ－６ 外出方法 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害種 人数

視覚障害 7

聴覚障害 3

知的障害 179

肢体不自由 47

自閉症 46

ADHD 9

学習障害（LD） 3

精神障害 38

その他（重複障害等） 38

計 370

外出方法 人数

一人で外出できる 94

外出時には付き添いが必要 276

計 370
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Ⅱ 表現活動に関する実態 
 

Ⅱ－１ 表現活動の実施状況 

     

 

 

Ⅱ－１－１ 表現活動の内容（表現活動を「している」と回答した 241名による複数回答） 

    

 

 

Ⅱ－１－２ 表現活動をする場所（表現活動を「している」と回答した 241 名による複数回答） 

     

表現活動の実施状況 人数

している 241

これまではしていた 40

全くしていない 89

計 370

表現活動の内容 人数

絵画 118

遊びでお絵かき 115

粘土遊びや工作 79

書 56

工芸 28

陶芸 23

デザイン 12

立体・彫刻 8

その他（さをり織、

手芸等）
25

計 464

活動場所 人数

通所施設 118

自宅（個人で） 67

入所施設内 64

学校 29

絵画教室・造形教室 20

その他（福祉センター、

ネット上等）
10

計 308
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Ⅱ－１－３ 展覧会への出品（表現活動を「している」と回答した 241名による回答） 

   

 

 

  

Ⅱ－１－４ 制作をしていない理由（表現活動を「これまではしていた」、「全くしていない」と回答した 129 名による複数回答） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展覧会への出品 人数

よくしている 25

たまにしている 97

今はしていないが昔はしていた 21

全くしていない 88

その他（演劇、法人主催の展覧会等） 10

計 241

制作をしていない理由 人数

制作したいと思っていない 55

制作するきっかけや機会がなかった 36

近くに指導者がいない 30

活動する場所がない 27

どのように制作すればよいか分からない 21

活動するお金がない 13

本人の 制作する意欲がなくなった 12

制作場所が廃業した 3

制作できる場所が移転した 2

親が高齢で付き添えなくなった 0

その他（重度の障害、作業が難しい等） 19

計 218
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Ⅱ－１－５ いつまで表現活動をしていたか（表現活動を「これまではしていた」、「全くしていない」と回答した 129 名によ

る回答） 

    

          

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－１－６ 表現活動をしたいか（してほしいか）（表現活動を「これまではしていた」、「全くしていない」と回答した 129

名による回答） 

  

  

 

 

 

 

 

いつまで表現活動をしていたか 人数

高等学校（高等部）卒業まで 59

中学校（中学部）卒業まで　 21

表現活動を行う施設に入っていた時まで 12

造形教室に通っていた時まで 4

その他（コロナ流行まで等） 33

計 129

表現活動がしたい（してほしい）かどうか 人数

とてもしたい（してほしい）　 15

まずまずしたい（してほしい） 10

きっかけがあればしたい（してほしい） 72

あまりしたい（してほしい）と思わない 12

まったくしたい（してほしい）と思わない 9

その他（本人の興味次第、指導者がいれば等） 11

計 129
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Ⅲ 鑑賞活動に関する実態 
 

Ⅲ－１ 展覧会鑑賞の機会 

 

    

 

 

Ⅲ－１－１ 展覧会に鑑賞に行く状況（展覧会に「よく行く」、「たまに行く」と回答した 156 名による複数回答） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展覧会を見にいくか 人数

よく行く 24

たまに行く 132

ほとんど行ったことがない 126

まったく行ったことがない 73

昔はよく行っていたが今は行っていない 15

計 370

どのような時に展覧会に行くか 人数

本人が出品している時 77

本人が興味のある展覧会が開かれた時 73

連れて行ってくれる人がいる時 44

知り合いが出品している時 40

障害者が行きやすい展覧会が開かれた時 32

その他（普段から行く、イベントがあれば等） 7

計 273
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Ⅲ－1－2 障害のある人が行きやすい展覧会とは（「障害者が行きやすい展覧会が開かれた時」と回答した 32 名による回

答） 

 

回答者：32 名（回答率：100％） 

回答数：47 個（異なる内容の記述があった場合は分けて分類した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー 回答者の記述

あいサポートアート展（8）

しょうがいのある人の展覧会は会場にも仲間が居ると思うと遠慮なく出かけやすい（2）

障害のある人の作品が展示される展覧会（3）

本人が出品している展覧会

知り合いが出品している

障害者だけの展覧会

さわったり、触れることのできる展示品や動く展示品がある展覧会

車椅子目線の展示物がある。

見て　触れられて　自由がある。　

気軽に鑑賞できる

展覧会会場関係者の方々全員が「障がいがある方々」に対しての理解がある展覧会

美術館の人が作品の説明をしてくれる。

駐車場が近くにある（3）

公共交通機関を利用していくことができる。

交通手段が充実しているところ

バリアフリーである（3）

エレベーターがある。

障害に合ったトイレがある。

トイレ、休憩場所が充実している。

オムツを替えられるトイレがある。

多少の話し声も大丈夫な所

会場が広い。

通路がゆったりしている。

見る時スロープになっている

車いすが動きやすい

絵本作家さんに関わる展覧会

興味のあるもの

雰囲気から楽しそうなところ

気軽に鑑賞できる

好きな作品があるてんらんかい

とても素敵な作品を作られている展覧会

小さな子供が観に行く作品の展覧会。

光や音風等体感できる。

会場がユニバーサルデザイン

化されている

興味がある内容である

障害のある人が行きやすい展覧会とは

障害のある人たちが

出品している展覧会

体験型の展覧会

障害者への理解がある

交通アクセスが充実している
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Ⅲ－１－３ 展覧会に鑑賞に行く頻度（展覧会に「よく行く」、「たまに行く」と回答した 156 名による回答） 

      

 

 

Ⅲ－１－４ 展覧会に行く方法（展覧会に「よく行く」、「たまに行く」と回答した 156 名による複数回答） 

   

 

 

 

 

展覧会に行く頻度 人数

1年に4～5回 20

1年に2～3回 55

1年に1回 57

2年に1回 18

その他（不定期、

数年に1度等）
6

計 156

展覧会に行く方法 人数

家族と行く 72

通所施設の職員と行く 43

入所施設の職員と行く 34

ヘルパー・移動支援を利用して行く 33

本人が一人で行く 17

本人が友だちと行く 6

学校の行事で行く 6

その他 0

計 211
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Ⅲ－１－５ これまでに見に行った展覧会（展覧会に「よく行く」、「たまに行く」と回答した 156名による回答） 

回答者： 73名（回答率 46.8％） 

回答数：全 94 個（異なる内容の記述があった場合は分けて分類した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー 回答者の記述

あいサポートアート展（25）

アートルネッサンス展（14）

心4倶楽部展（2）

どや○○じゃろ展（2）

アールブリュットジャポネライブ展

モナリザ展を見に行ったことがあります。

わたしは花

自分の施設の作品展

さくらももこ（ちびまる子ちゃん）展（4）

ムーミン展（2）

ジブリ展（2）

ドラえもん展などのアニメ展

やなせたかし展

ピーターラビット展

美術館での絵本作家の作品展など

海外の作家の展覧会 ピカソ展

葛飾北斎 展

墨は流すもの　丸木伊里

陽と風と展（2）

岩合光昭の写真展

平和展

バクザン先生展　

ここの出来事展（鞆の津ミュージアム）

市美展（2）

二期展、二科展、その他開催していたら見に行く。

県美展

県美展（山口県）

主に県立美術館

広島美術館で開催される展覧会にはよく行っている

鞆の津ミュージアム

尾道美術館

NHKギャラリー

宮島（2）

ルーブル美術館

国立新美術館の作品展

すみだ美術館

大塚国際美術館　

ポーラ美術館等

砂の美術館

いまばりのタオル美術館

大竹会館であった絵の展覧会

展覧会の名前は覚えていないが、ゴリラの立体作品が飾ってあった作品展。

名前は分からない。人間の顔、お花の絵のあるさくひんてん。

滋賀県の展示会

大阪で行われた物（名前を覚えてない）

忘れました

わかりません。

美術館・ギャラリー

覚えていない

見に行った展覧会(回答者73名：回答率46.8％）異なる内容の記述があった場合は分けて分類した。

公募型美術展

障害のある人たちの展覧会

アニメ、キャラクター、絵本

をテーマにした展覧会

日本の作家の展覧会
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Ⅲ－２ 展覧会鑑賞の希望（展覧会に「ほとんど行ったことがない」、「全く行ったことがない」、昔はよく行っていたが今は行ってい

ない」と回答した 214 名による回答） 

 

   

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展覧会に行きたいかどうか 人数

とても行きたい 32

まずまず行きたい 21

機会があれば行ってみたい 117

あまり行きたいと思わない 27

全く行きたいと思わない 13

その他（障害者の絵であれば一度見たい等） 4

計 214



17 

 

Ⅳ 展覧会への行きづらさ（数値） 
 

Ⅳ－１ 展覧会への行きづらさの順位（各事項に対し「とてもあてはまる」、「ややあてはまる」と回答した人の合計の割合） 
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Ⅳ－２ 展覧会への行きづらさに関する各質問事項への回答数一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とてもあ

てはまる

ややあて

はまる

あまりあて

はまらない

全くあては

まらない

1 興味を持てるテーマの展覧会があまりない 254 69% 97 157 83 33

2 どこでどんな展覧会が行われているか知らない 253 68% 91 162 90 27

3 鑑賞だけでは時間を持て余してしまう 251 68% 115 136 69 50

4 美術は理解が難しい 214 58% 89 125 95 61

5 休憩できる場所（部屋・スペース）がないと不安 213 58% 69 144 84 73

6 美術に興味や関心が持てない 213 58% 83 130 76 81

7 美術館などのスタッフに障害特性に応じた対応をしてもらえるか不安 208 56% 79 129 101 61

8 人が多い場所が苦手（人が少ない時間に行きたい） 200 54% 69 131 92 78

9 障害者向けの鑑賞プログラムが用意されていない 189 51% 70 119 113 68

10 展覧会に行く時間を確保できない 181 49% 50 131 128 61

11 支援者一人で会場まで連れて行くことができない 177 48% 89 88 99 94

12 周りの人に迷惑をかけるのではないかと心配 177 48% 66 111 92 101

13 鑑賞するときの支援を申し込む方法が分からない 165 45% 64 101 136 69

14 知らない場所に行くのが苦手 162 44% 51 111 124 84

15 大きな声を出してしまう 161 44% 61 100 63 146

16 展覧会の鑑賞にお金がかかる 158 43% 50 108 144 68

17 障害により、外出時の身体的な負担が大きい 156 42% 44 112 124 90

18 会場に行くまでの交通手段が確保できない 150 41% 55 95 121 99

19 会場に到着するまでの途中の状況 150 41% 50 100 118 102

20 会場のトイレが使えるかどうか不安 147 40% 63 84 108 115

21 展示物を壊してしまうかもしれないという不安がある 130 35% 46 84 84 156

22 会場がバリアフリー化されているかどうか不安 127 34% 67 60 113 130

23
点字や音声ガイド、手話等の適切な支援がされていないため本人にとっ

て展示物の内容の理解が難しい(解説などがわかりにくい)
112 30% 39 73 115 143

24 出かける準備に時間がかかり、あきらめことがある 92 25% 21 71 159 119

質問項目
とてもあてはまる、やや

あてはまるの合計（％）
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Ⅳ－３ 展覧会への行きづらさの構成因子 

 

 

Ⅳ－４ 因子ごとの行きづらさを感じる度合い（4 段階評価の平均） 

   

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

α＝.827

22 会場がバリアフリー化されているかどうか不安。 .93 -.06 .03 -.04 -.25

20 会場のトイレが使えるかどうか不安。 .79 .13 -.08 -.08 -.03

5 休憩できる場所（部屋・スペース）がないと不安。 .64 .25 -.09 .07 .01

17 障害により、外出時の身体的な負担が大きい。 .53 -.03 .04 .04 .26

24 出かける準備に時間がかかり、あきらめことがある。 .43 .08 .18 -.04 .16

18 会場に行くまでの交通手段が確保できない。 .41 -.28 .09 .33 .15

α＝.878

15 大きな声を出してしまう。 -.02 .85 .06 -.25 .16

12 周りの人に迷惑をかけるのではないかと心配。 .11 .73 .04 -.07 .18

21 展示物を壊してしまうかもしれないという不安がある。 .04 .71 .11 -.17 .18

α＝.836

6 美術に興味や関心が持てない。 .05 .07 .91 -.10 -.07

4 美術は理解が難しい。 .03 .11 .77 .01 -.04

1 興味を持てるテーマの展覧会があまりない。 -.04 -.04 .57 .26 .05

3 鑑賞をするだけの展覧会では時間を持て余してしまう。 -.09 .39 .45 .14 -.11

α＝.769

2 どこでどんな展覧会が行われているか知らない。 -.23 -.20 .17 .65 .08

7 美術館などのスタッフに障害特性に応じた対応をしてもらえ

るか不安。
.05 .37 -.11 .63 -.08

16 展覧会の鑑賞にお金がかかる。 .06 -.19 -.07 .60 .06

13 鑑賞するときの支援を申し込む方法が分からない。 .00 .00 .03 .57 .07

9 障害者向けの鑑賞プログラムが用意されていることが少ない

ので行きづらい。
.05 .42 .00 .54 -.11

19 会場に到着するまでの途中の状況（交通機関の利用方法や、

道路・階段等の状況）が分からなくて不安。
.23 -.18 .02 .44 .16

α＝.769

14 知らない場所に行くのが苦手。 -.05 .30 -.07 .15 .68

8 人が多い場所が苦手（人が少ない時間に行きたい）。 -.08 .37 -.08 .11 .55

　第１因子　施設・設備への不安

　第２因子　周囲への憂慮

　第３因子　興味の所在

　第４因子　アクセス

因子

※因子抽出法: 主因子法、 回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法

質問項目
信頼性

統計量

　第５因子　場所への苦手意識

因子 平均 標準偏差

興味の所在 2.74 0.82

アクセス 2.51 0.66

場所への苦手意識 2.43 0.90

施設・設備への不安 2.26 0.74

周囲への憂慮 2.21 0.98
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Ⅳ－５ 展覧会への行きづらさ（支援者と本人の比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※支援者のうち、「美術にあまり興味がないのでこうした機会を作ろうと思ったことがない」

の質問に対して、「とてもあてはまる」、「ややあてはまる」と回答した人は 67％であった。 

※ご本人のうち、「保護者や職員さんが美術に興味がないので展覧会を見にいきたいと言い

出しにくい」の質問に対して、「とてもあてはまる」、「ややあてはまる」と回答した人は

77％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分に興味がないのでこうした

機会を作ろうと思ったことがない
人数

とてもあてはまる 69

ややあてはまる 105

あまりあてはまらない 72

全くあてはまらない 18

計 264

支援者限定の質問 

自分が美術に興味がないのでこうした機

会を作ろうと思ったことがない 

本人限定の質問 

保護者や職員さんが美術に興味がないので

展覧会を見にいきたいと言い出しにくい 

展覧会を見にいきたいと

言い出しにくい
人数

とてもあてはまる 32

ややあてはまる 20

あまりあてはまらない 9

全くあてはまらない 7

計 68
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Ⅳ－６ 展覧会への行きづらさと障害種の関係（4 段階評価の平均） 

 

※数値が大きいほど、より困難を感じている。 

 

 

 

 

 ※聴覚障害がそれほど行きづらさを感じていないのに対し、広汎性発達障害は軒並みどの因子で

も高い値となった。 

 

 

 

 

 

 

行きづらさの因子
視覚

障害

聴覚

障害

知的

障害

肢体

不自由

広汎性

発達障害

精神

障害

その他

(重複等)

施設・設備への不安 2.52 1.17 2.21 2.65 2.14 2.00 2.52

周囲への憂慮 1.90 1.44 2.33 1.60 2.89 1.54 2.20

興味の所在 2.68 1.25 2.82 2.30 3.12 2.36 2.82

アクセス 2.69 1.67 2.53 2.38 2.65 2.30 2.63

場所への苦手意識 2.36 1.17 2.38 1.93 2.84 2.51 2.71

平均値 2.43 1.34 2.45 2.17 2.73 2.14 2.58
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Ⅳ－７ 展覧会への行きづらさに関する居住地と美術館へのアクセスの関係 

 

市町内の美術館の有無と回答数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●統計による検定 

・政令指定都市、中核市、その他の市町で比較（分散分析）を行ったが、アクセスに関して統計的

有意差は出なかった。F(2,367)=2.224, n.s. 

・市町内の美術館の有無について比較（ｔ検定）を行ったが、アクセスに関して統計的有意差は出

なかった。t(368)=1.75, n.s. 

 

 

 

 

 

 

 

市町名 回答数 市町名 回答数

広島市 135 府中町 4

廿日市市 17 海田町 0

呉市 9 熊野町 3

安芸高田市 6 坂町 4

東広島市 27 大竹市 19

尾道市 27 江田島市 0

福山市 20 安芸太田町 7

三次市 24 北広島町 10

竹原市 6

大崎上島町 0

三原市 37

世羅町 1

府中市 4

神石高原町 2

庄原市 6

広島県外 2

ある ない
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Ⅳ－８ 展覧会への行きづらさ（自由記述） 

 

回答者：247 名（回答率：66.8％） 

回答数：全 288 個（異なる内容の記述があった場合は分けて分類した。） ★＝まとめでピックアップした記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー 小カテゴリー ★ 回答者の記述

興味関心（8）

興味関心が無い（2）

興味関心があまりない（5）

興味がないこと（9）

あまり興味がない（4）

興味が湧かないことあり

利用者が興味を示さない。

本人の興味の有無

興味が続かない。

興味が薄い。

興味が持てなく理解がしにくいので行ったということで終わってしまう

興味がなかったら行くことはない

興味、関心があまり無い為、長時間立ち歩くと疲れてしまう。

関心がない

あまり関心がない

★1 視覚に障害があるので興味もない

興味関心を持ちすぎること ★2 興味関心よりも、興味を持ってしまった時の衝動的な行動

本人が楽しいと思うかどうかわからない。

興味がないのではなかろうか

芸術に興味があるのかないのかわからない。

関心があるかどうか不透明な部分がある

興味が無いです。おそらく本人にもわからない。

★3 美術鑑賞に興味があるのかどうか、本人の気持ちが読み取れない。

関心が持てているか不安

絵の内容等によっては興味を持って見れるか分からない

本人の興味がどこまであるかわかりづらい。

就学前で、美術品への興味関心を持つことが難しいのではないかと思う。

★4
本人の意思や希望がどうなのかわかりづらく、興味があるのかわからないので、連れて行っても大変なだけ

で終わってしまうのではないかと思い、なかなか行こうと思わない

★5 興味があるかどうかわかりませんが、色々な展覧会に連れて行くようにしている。

行動の予測がつかない。興味を持つか不安。

内容への興味関心・理解ができるのか。

感心がないかもわからない

興味が限定している

芸術への興味関心が薄い。ただキャラクターは大好きなので好きなキャラクターの展示会であれば、興味を

示すと思う。

それぞれ興味のある分野が違うので、展覧会の選別が難しい

興味がある方、無い方と別れる。賑やかな所が苦手。

どこかに行く行動は好きだが、内容にはあまり興味がない。

本人が全く興味を示さない場合は、申し訳ないと思ってしまう事。

★6
美術に興味がある人は「行きづらい」ということはないと思うが、関心のないことを支援計画に盛り込むこ

とは難しい。

通常、移動支援を利用し、興味のある方は個別にて行っています。興味のある方については、ご本人が安全

に行けるようサポート体制を組みますが、興味のない方についてはこちらから促す等はしておりません。

★7

心身共に重い障害があるため、興味を持って見たり楽しむことが難しい。筆を持って描いたり粘土を触った

り、作る過程では多少興味を持っていると思うが、完成された展示品を「見る」だけの行為には興味を持た

ないのではないかと思います。

本人に展覧会にいく気にさせる事が、出きるかが、一番の難題

本人の楽しみではないため、本人がそこにいる意味を持てないと思われる

★8 本人が関心があれば何処にでも連れていきますが、保護者の押し付けであってはならないと思います。

★9 本人、興味の持てるものがないので間が持たない。なので、私が鑑賞したくても落ち着いてみれない。

利用者本人が興味を示さず時間を持て余すことが多い事

興味がなくなると時間が保てない。

展覧会への行きづらさ(回答者247名：回答率66.8％）異なる内容の記述があった場合は分けて分類した。

興味関心の所在

興味関心のなさ

興味関心の所在の不明瞭さ

興味の種類の違い

興味関心のなさゆえに鑑賞が

計画に入らない

興味のなさゆえに時間を持て

余す
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本人の体力

本人の集中力が続かないかも知れない。長時間の外出が、身体に負担がかかる可能性あり。

医療的ケア 医療ケア、目が見えないから

不特定多数の人が密集する場であるため

人が多く、バギーでの行動が自他共に負担になるので不安

車椅子なので、人が多い時は行きにくい。

人の多さで疲れてしまう。

人が多い場所は疲れます

人が多くしんどい

密になる展覧会は苦手。

僕は人が多いところはにがて、スタッフに行きたい場所を聴きずらい。

★11 本人が周囲の物や人に迷惑をかけないか心配

対人関係

他のお客様に迷惑がかけたくない

本人が周りに迷惑をかけないか心配です。

独り言を言うので周りの人に迷惑をかけるのではないかと心配になる。

★12
中学生で体は大きいが知的に幼く小さいお子さんと興味が同じで、小さいお子さんがおられると気をつかっ

てしまう。

★13 人混みや人の声が苦手。叫ぶ事がよくある。自傷(叩く音がすごい)で周りの人達が怖がる。

大声を出すことがあるので周囲に迷惑をかけてしまう。

★14
静かに鑑賞することを求められる雰囲気があるので、周囲の方に不快な気持ちを抱かせてしまうのではない

かと心配

会場では、障害者と関わりのない人達の目は厳しいものがある。テレビ広告で宣伝はしているが、障害者を

持った人たちは健常者と同じペースで回れないとか、大きな声も出すことがある。その時に白い目で睨まれ

る。場違いではないかと錯覚させられてしまう。

本人が慣れない所が苦手で、不安定になってしまう。また、声のボリュームや物を触ってしまうなどの心配

がある。

作品に手で触れてしまう。

作品を触ってしまうかもしれないという心配もある。

大声を出したり、何にでも触れてしまう。

許可なく作品を触らないか

★15 展示物を壊してしまう恐れがある

★16 静かに出来ないので、周囲の視線が気になります。

静かにできないので、静かにさせることが一番難しい。

静かにしなければならないので気を遣う

★17
美術館は、静かな場所というイメージがあり、来館する人も静かに見たいと思っているひとがいる、そのな

かで騒いでしう障害者だけでなく、こどももつれていくことは難しい。

静かにゆっくり鑑賞しないといけないこと

★18
静かに見るという感じなので見ているあいだ声が出たり変わった動作をしているとまわりの人が落ちついて

鑑賞できないかと思うと行きにくいです

ご本人が不安定になられるなどで、静かに鑑賞ができるかどうか。

展覧会は静かにしなければならないことが多いがそれが難しい

展覧会は静かに鑑賞することが多い、大きな声を出すと迷惑だと感じて行きづらい

行動抑制や声量のコントロールがが難しく、飽きやすい。

★19 大きな声やパニックが起こる

騒いでしまう。

★20 会場内で大声を出して走り出さないか等心配なことが多々ある。

多動や大きな声を出す事、また初めての場所に行くと不安定になるため。

走り回る。大声を出す。怖いと感じるとパニックになる。

本人がゆっくりと作品鑑賞ができない。

★21
着いたら着いたで新しい場所にワクワクしたり興味を持ったりして、落ち着かなくなって走り回るので、

ゆっくり落ち着いてみれない。

★22 本人の行動が危険な時がある

突発的な行動があり、目が離せない。

★23 突然居なくなる。

本人がフラフラとしてしまい、一緒の行動がしんどい。

★24 あまり興味が持てず、早く出たいと早回しになり一緒に行った人のペースに合わせる事が負担な様子。

★25

人の多いところに行くことが苦手なかたが多いので、皆に合わせて並んで歩いて鑑賞するということができ

ず、立ち止まってしまったり、順番を抜かしてしまうこともある。プライドはあるため、注意は聞き入れら

れないが他の方に注意受ければ酷く落ち込むので、本人のペースにあわせた鑑賞ができるのかも不安。

★26
展示品はもちろん，入口に置かれているパンフレットや無料のチラシにこだわりを見せるため，入口から動

けなくなってしまう方もいる。

★27 初めて行く場所が苦手で座り込んで動かなくなる事がある。

冊子などがあると気になって先に進まなくなる。

本人は、興味のある場所に行きたい気持ちはありますが、初めての場所や初めての経験に対して不安が強く

なり、精神的に不安定になるため、それを理解し、対応できる支援者が付き添う必要があります。

★28 とっさの行動に対する支援体制が不安

★29
美術館での係の人がとても敏感に反応されまだ何も起こってないのに注意される事がよくある。軽い心労に

感じる事がある

監視の方がなにかするんじゃないかと見られるので、行きづらい。

心身の負担

体力と集中力

不特定多数の人が多数集まる

場所への苦手さ

行動への憂慮

周囲への迷惑に対する不安

作品に触る、壊すことへの不

安

静かに鑑賞することの難しさ

大きな声を出すことへの懸念

行動（多動）に対する不安

動かなくなることへの不安

行動への支援体制の不安

スタッフの対応

★10
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カテゴリー 小カテゴリー ★ 回答者の記述

近くで興味を引くような展覧会が開催されない。

自ら書きたい絵と展覧会の内容が違う

見たいものが特にないから

理解の難しさ 展覧会の意味理解の難しさ

分かりやすすぎる 分かりやすい作品でしたら面白くないと感じる。

開催期間の短さ ★30 開催期間が短い時

★31 見るだけでなく説明をしてほしい。

絵を見るだけではしょうもない。絵に触れ合えたらイライラしない

★32 造形作品など直接作品に触れる等触察を通してのイマジネーションに繋がるようなものがあればと思う。

視覚障害の方なので具体的なイメージを伝えることは難しい。また、本人の理解力も高齢になるにつれて低

下しており、実際に触るなどの体験を通じて理解してもらうことがよりわかりやすいと思う。

浜田子ども美術館のような触って遊べる楽しめる場所があるといいなと思います。ワークショップなども充

実していていいなぁと思います。

会場のバリアフリー度

会場の中が移動しやすいか

車椅子なのでバリアフリー

トイレのベッドの有無。

トイレが広いところが良い。

★33 バリアフリーとトイレに大人が使えるオムツ交換ベッドがない。

ベットのあるトイレがあるか分からない。

★34 胃ろうなどのケアができるスペースがほしい。

駐車場やトイレ、休憩スペースの有無

★35 会場で、水分補給がしづらい。

エレベーターが不便な場所にあり、介護者の負担が大きい。

エレベーターが狭い

会場にエレベーターついているところが少なかった

事前の施設情報 ★36 安心して過ごせる施設か事前にしりたい

案内・ガイド 盲重複のため、音声ガイドは必須だが、その内容でどこまで理解されるかは判断不能。

★37
どこでどんな絵や知っている絵などが見れるのか分からない（知らない）から行っていない。わかったら両

親にたのんでつれて行ってもらう。

いつ、どこで行われているかわからない

★38 どこで何をしているか知らない。

★39 開催時期とかわからない

どこでどんな展覧会があるか情報が無い

情報が入らないので「行きたい」と思わない

★40 チラシが事業所に届きにくい

本人が情報にアクセスできない。その後、行きたくても２４時間支援体制が取れないため、遠い場所には行

けないし、夕方～の開催があっても支援が得られない。

費用。いつどんな展覧会があるかわからない。

費用の工面

費用（費用対効果）

★41 てんらん会があると無料券があったら行きやすい。

料金が高いと感じる時がある

近くても、電車代が発生する時、ためらう

★42 移動に交通費が多くかかる場合があり外出を控えることに繋がる。

交通費がかかること

交通費の負担が大きいこと。

情報へのアクセス 展覧会情報の不足

展覧会の内容

興味とテーマの不一致

見ること以外の体験の必要性

会場のユニバーサ

ルデザイン

会場のバリアフリー

トイレ

多目的スペース

エレベーター

展覧会への行きづらさ(シート３）

費用

展覧会の費用

交通費



26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー 小カテゴリー ★ 回答者の記述

駐車場が空きがあるか

駐車場が無い。

★43 駐車場がない。バス等

県立美術館駐車場は高さの関係で利用が出来ず、外の駐車場から車いすで移動するのが困難

★44 駐車場が確保できるか不安。

駐車場の確保

障害者用駐車場の数が少ない。

★45 近くに駐車場がないといけない。

会場近くの駐車場が、近くない！駐車場から会場までの移動の間、交通量の多い場所など移動するための労

力が大変。

駐車場が近くにない。マイクロバスでの移動。

★46 歩行に不安がある人を連れて行くのに駐車場が遠い。

場所への不安、公共交通機関の不安がある

★47
交通公共機関に一人では乗車が難しく、保護者の余裕のあるタイミングでしか一緒に鑑賞に行かれなかっ

た。

移動

公共の交通機関が使えない。人混みや人の声が苦手。叫ぶ事がよくある。

会場に着くまでが心配

会場によっては車椅子で利用できる公共交通機関がないこと。

★48 車椅子なので、会場までの移動が不安。会場に行くまでに本人だけでなく介助者が疲れる。

★49 歩行が長距離出来ないので、車椅子移動ができるがどうかが心配です。

★50

自家用車でいけない場合は公共機関を乗り継いでいかないといけないために乗り物に乗る自体は問題ないの

ですが、じーっと静かに待つのも長くは持たないためにお喋りが始まってしまい、声のボリュームも中々

ずっと小さくできず、他の兄妹も一緒に連れていくため、親の私が気が気でないのは正直あります。

市内まで車がないと見に行くのが大変です。

こうつうしゅだん

交通アクセス

アクセス

場所が遠いため、時間も金銭的負担もかかる。

島しょ部に住み、車椅子を使用している方は、フェリー，バス，JRなど交通機関を乗り継いでいくことが難

しい。

アクセス。乗り物を乗り継がないといけないと、ハードルが高くなる。

公共交通機関が不便。

交通機関が少ない上に金銭に余裕が無い

★51 公共交通機関でのアクセスが少ない

交通の便が少ない。特に余暇時間である土日等の週末は皆無に等しい

★52 三原市内での展覧会がないのと三原市内出るバスの本数が少ない

公共交通機関を使う方が多く、地方になるとバスの便などがほとんどない。

★53 開催地までが遠いので、簡単な外出にならないため、実施しにくい。

展覧会場までの距離とか交通手段に不安がある。

住んでいる場所から近い場所でのものがあまりない。

施設と開催場所の距離

近くで開催されない

美術館の場所が遠い。

★54 車いすを乗せる車が足りない

交通手段が少ない

交通手段が無い（2）

交通手段が無いこと。

交通手段の確保

展覧会への行きづらさ(シート４）

交通アクセス

駐車場

移動時の不安

地域による交通事情の違い

開催場所までの距離

交通手段の確保
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カテゴリー 小カテゴリー ★ 回答者の記述

必ず手助けが必要

一人で外出できない。

★55 てんらん会場に一人で行くのが不安

一緒に行ってくれる人がいないと行けない。

必要とする支援人数の多さ ★56 移動時、排泄（おむつ交換）時に複数介助者が必要

本人の希望 ★57 本当は、お友達と一緒に行きたい。

付添い者の確保

ヘルパーの確保

介助者の確保、ヘルパー等

支援者不足

ついて行ってくれる人がなかなかいない。

★58 会場が遠方になると移動支援事業所の確保が難しい。

支援者の確保が難しい。人手不足で　外出機会が確保できない。

職員数の確保の問題

★59
支援員の数。時間が取れない。10：00～15：00の間になるが、半日になると近場でも10：30に出て昼まで

に帰るとなると、11：30には出ないといけない。昼の時間がずれると利用者に負担がかかり、不満になる。

★60 団体行動になり、支援者の人数調整が難しい。美術館が近場にないので行きづらい。

スタッフの確保

★61 入所施設での集団生活のため，付添いのための支援員が確保しづらい。

入所施設なので時間的にも職員数の面でも外出自体があまりできない。

★62 長時間の外出ヘルパーの確保が困難

支援体制（2）

まず支援者のスケジュールの確保が必要な点

利用者が行きたくても、付き添い者の確保が難しいときがある。

誰かが一緒に行かなくてはいけない。支援体制がない。

★63 すべてに介助が必要で準備や時間がかかり大変である

本人が当日起きるのが遅く、出掛けられなくなる。

 計画、行動するのに時間がかかる

子供の面倒を見てくれないと行けない

★64
本人は両親と3人で生活していますが、両親ともに高齢であるため、通所事業所が休みの日には本人が家の

ことをしています。

重度の身体障害があり、車椅子に乗せるのがたいへん。

付き添い者の体力

継続支援Ａ型事業所なので、展覧会へ行くのは休みの日になってしまう。移動支援が使えればよいと思う。

支援対象者は成人しており、それぞれが休日や余暇の過ごし方が決まっているため。

集団を支援している為、中々個別支援で美術館への外出が出来ていない。

★65 外出は複数人で行う為、美術に関心のある方ばかりでの組み合わせは無理がある。

就労継続支援A型であるため、サービスの利用時間内では、時間の確保が困難。

★66
移動距離の短い場所なら行きやすいが、時間の制限があるため長距離となると難しくなる。（通所事業所の

ため、送迎時間に間に合わないといけない。）

★67 通所施設やグループホームへ決まった時間内に帰ること。

★68 仕事によりあまり時間がとれない

就労系の事業所で日中活動の余暇のプログラムに展覧会鑑賞を組むことがむずかしい。

通所施設のため時間の確保が難しい。

★69 そのような時間が設定されていない

誰もが遠慮なく楽しめる展示会

★70
美術に興味（だけでなく、見ても理解しないと思っている）のあるスタッフ、上司が少ないので、企画する

こと自体難しい。

★71 展覧会へ出かけることを保護者が望んでいるかどうかの懸念がある。

展覧会の情報を積極的に知ろうとする環境ではない。

★72 事業所として芸術活動への理解度。

★73 社会の障害特性に対する理解度の問題

★74 展覧会に行くより外に買い物や本人が楽しめるような場所に連れていきたい

行きづらさというよりも、親の都合でつれ回す事の是非を考え、同じ外出時するなら、本人が楽しめる所に

…と、なるのが実情です。

★75 太鼓の方が好き。太鼓の予定があるから行かれない。

★76 施設外での行動で、病気を貰ってくる可能性が有る。

★77 コロナウイルスのことがあるので、終わったら行きたいと思う。

障がいのある人の作品展は会場にも仲間が居ると思うと遠慮なく鑑賞させてあげる事が出来ます

なんでも見に行きたい。（本人は行きづらさについて理解していない）

行きずらさは、有りません。自分から行こうとはしませんが、連れて行けば、興味を持ってじっくりと鑑賞

しています。

本人がどのジャンルなら興味や関心があるのか伝わりにくいが出かけるのは大好き！本人の感性で観ていま

す。

特に難しさはない 特にない（15）

外出先の選択 鑑賞以外の選択肢を優先

感染症 感染症への懸念

鑑賞の難しさは感

じていない

鑑賞を好んで行っている

スケジュールと

調整

休日の過ごし方

集団の外出先調整の難しさ

時間の制約 時間確保の難しさ

芸術活動への理解
保護者・事業所の芸術活動へ

の理解の不足

支援者の確保

支援者の必要性

支援スタッフ確保の難しさ

支援者の状況

出かけるまでに時間がかかる

支援者側がかかえる問題

展覧会への行きづらさ(シート５）
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展覧会への行きづらさ（自由記述）のまとめ 

※【 】はカテゴリー 

 

【興味関心の所在】 

・興味関心がない理由に、「視覚に障害があるため」（★１）という回答があったが、これは検討の余地がある。 

・興味関心のなさという場合、本人が美術に興味がないというだけではなく、障害ゆえに本人の興味関心の所在

を的確に読み取れないことへの保護者や支援者の不安も含まれていた（★３）。 

・回答では、「興味があるかどうかわからないので行かない」（★４）、という回答と、「（興味があるかどうか）わ

からないので連れて行ってみる」（★５）があり、同じ状況でも周囲のアプローチが異なることもわかった。 

・美術すべてに興味関心がないわけではなく、特定の分野は好きという場合も含まれていた。 

・集団行動（生活）の場合、一部の人は好きだが、別の人はそれほど好きではないという状況もある。 

・見るだけの鑑賞では「興味がわかない」（★７）、また、「時間を持て余す」（★９）という回答もあった。 

・本人の興味関心の無さゆえに、施設や事業所等の活動計画に鑑賞活動が含まれないという状況もある（★６）。 

・本人に興味関心が無いのに展覧会に連れて行くことを、「押し付け」だと感じている保護者の回答もあった（★

８）。 

・興味関心が無いことだけではなく、興味関心を持ちすぎることで起こる衝動的な行動に、展覧会に行くことの

難しさを感じている状況もある（★２）。 

 

【心身の負担】 

・★10 はすべて本人からの回答である。人が多い場所に行くことの苦手さが感じられる。 

・体力的な負担、医療的ケアへの対応なども、展覧会に行くことの難しさに繋がっていることが予想される。 

 

【行動への憂慮】 

・行動への憂慮の中には、「周囲への迷惑に対する不安」、「作品に触る、壊すことへの不安」、「静かに鑑賞するこ

との難しさ」、「大きな声を出すことへの懸念」、「行動（多動）に対する不安」、「動かなくなることへの不安」、

「行動への支援体制の不安」、「（展覧会）スタッフの対応」への不安が含まれていた。 

・具体的には、「周囲に迷惑をかけてしまうのではないかという懸念」（★11）があり、また、★12のように、美

術館に訪れている子供さんへの遠慮や配慮もある。 

・美術館は基本的に静かに鑑賞する場所という前提があるため、声を出したり変わった行動をしたりするなど、

本人が静かに落ち着いて鑑賞できないことに、支援者は難しさを感じている。（★13、14、16、17、18、19、

20）。 

・1 点ものの高価な作品を壊すかもしれないという懸念があり（★15）、このことをどう判断するかは検討が必

要。 

・多動や突然の行動、危険な行動、目が離せないこと、ペースが合わせられないことなど、「動いてしまうこと」

への不安（★21、22、23、24）がある一方で、逆に、こだわりや初めての場所への苦手さにより、「動かなく

なること」への不安（★26、27）もあり、その両方の難しさがある。 

・行動に対して支援体制が十分に取れないこと（★28）への不安がある。 

・本人の行動に対する展覧会スタッフの対応に、支援者は心労を感じている場合もある（★29）。ただしこれは

相互のコミュニケーションで解決できる可能もある。 

 

【展覧会の内容】 
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・展覧会の内容の中には、「興味関心と一致していない」、「内容理解が難しい」、「理解しやすすぎる」、「見ること

以外の体験が必要」等が含まれていた。 

・見ること以外の、「説明」（★31）や「体験活動」（★32）を要望する回答もあった。（これは、★7の回答とも

共通する。） 

 

【会場のユニバーサルデザイン】 

・このカテゴリーは、主に施設・設備が要因となって展覧会への行きづらさを感じている回答である。内訳とし

て、「会場のバリアフリー」、「トイレ」、「多目的スペース」、「エレベーター」、「事前の設備情報」、「案内・ガイ

ド」への懸念が含まれていた。 

・回答の特徴は、いわゆる一般的に考えられる範囲を超えた、「トイレにベッドが必要な人」（★33）や「胃瘻な

どのケアができるスペースを必要とする人」（★34）、「定期的な水分補給が必要な人」（★35）がいるという点

である。これについては、施設職員等・保護者、美術館等の関係者による情報共有が必要である。 

・水分補給を展示室で行うことはできず、検討が必要である。 

・施設のユニバーサルデザインに関する情報を「事前に把握できること」（★36）への要望もあった。これについ

ては対応可能であり、それが館のアピールにも繋がるのではないか。 

 

【情報へのアクセス】 

・展覧会の場所、内容、期間等の情報の不足（★37、38、39）により、鑑賞機会が減少している可能性がある。 

・事業所に展覧会等のチラシが届きにくい（★40）という回答もある。 

 

【費用】 

・費用負担を懸念する回答（★41）があったが、障害者割引等があることを周知・共有できるとよい。 

・展覧会そのものの費用ではなく、「往復の交通費がかかること」（★42）も行きづらさの要因となっていた。 

 

【交通アクセス】 

・交通アクセスの中には、「駐車場に関する不安」、「移動時の不安」、「地域による交通事情の違い」、「開催場所ま

での距離」、「交通手段の確保」が要因として含まれていた。 

・駐車場に関する不安には、「バス等の大型車向けの駐車場の有無」（★43）、「行った時に駐車場が確保できるか

どうか」（★44）、そして「駐車場から会場までの距離」（★45）が含まれていた。駐車場が確保できないかも

しれないと感じることが外出を抑制している現状がある。 

・会場に到着するまでや帰路等、移動時に不安を感じるという回答があり、具体的には、「付き添いが必要である

こと」（★47）や、「公共交通機関を利用する場合の移動途中の状況への不安」（★48、49）、そして「本人の行

動に関する不安」（★50）が含まれていた。★50 は美術館内で感じる難しさとも共通する。 

・居住地域によって「交通の便が異なる」（★51）。また、「バスの本数が少ない」（★52）といった状況もある。

関連して、「展覧会場までの距離の長さ」（★53）に難しさを感じる回答もある。 

・「移動のための特別な仕様の車（例えば車いすに乗った状態で移動できる等）の台数の確保が難しい」（★54）

という状況もある。 

 

【支援者の確保】 

・このカテゴリーは、主に保護者、事業者、施設等の支援体制の整備に関する難しさである。 

・多くの場合、「外出には支援を要する」（★55）。場合によっては、「障害のある人一人につき、複数の支援スタ

ッフを要する」（★56）場合もある。 
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・支援スタッフを確保することの難しさを挙げる回答も多く、具体的には、会場が遠方になった場合や長時間外

出の場合の「移動支援者の確保」（★59、62）、「団体行動の場合の支援者の人数確保」（★60）、「入所施設で外

出する場合のスタッフの確保」（★61）等である。 

 

【支援者の状況】 

・このカテゴリーは、主に支援者側が抱える難しさである。具体的には、「外出の準備に時間がかかること」（★

62）や、「保護者が高齢になり、外出が難しくなった」（★63）という回答である。保護者の高齢化に伴う外出

の困難さについては今後少子高齢化の進展に伴い、今以上に増加することも予測される。 

 

【スケジュールと調整】 

・集団生活の場合、複数の入所者、利用者が団体で外出するため、「興味関心の所在が異なり、全員が美術に興味

があるという状況は起こりにくい」（★64）という回答があった。ただし、このことは美術館に限らず他の外

出先でも同様であると考えられる。 

 

【時間確保の難しさ】 

・「通所施設やグループホームに帰宅する時間や外出に充てられる時間が決まっている」（★67）ため、例えば「会

場までの距離が長い場合等は会場に行くことが難しい」（★66）という回答もあった。 

 

【保護者・事業所の芸術活動への理解の不足】 

・職場の上司やスタッフ、また保護者が美術に興味や理解が無い、もしくは本人にとって理解が難しいと考えら

れているため、展覧会の鑑賞が事業計画に入らない（★70、71、72）という回答があった。この件については、

今後研修等で理解を広げていくことが求められる。 

 

【鑑賞以外の選択肢を優先】 

・障害のある人本人の嗜好により、展覧会の鑑賞が外出先の選択肢に入らないことがある：買い物や太鼓の方が

好きといった場合（★74、75）。 

 

【感染症への懸念】 

・障害特性によっては、感染症への罹患が生命にかかわる場合もある。また、集団生活において感染症への罹患

は大きなリスクとなる。今回の調査では、コロナ感染症流行に伴う感染拡大への懸念も含まれていた（★76、

77）。 

 

【鑑賞を好んで行っている】【特に難しさはない】 

・難しさばかりではなく、積極的に展覧会に行っているという回答もあった。 

・鑑賞に特に難しさを感じていないという回答は 15件あった。 
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Ⅳ－９ 展覧会鑑賞に必要な支援、配慮（自由記述） 

 

回答者：204 名（回答率：55.1％） 

回答数：全 242 個（異なる内容の記述があった場合は分けて分類した。） ★＝まとめでピックアップした記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー ★ 回答者の記述

まずは本人の興味関心があるかどうか本人次第

本人が興味が持てるものがそこにあれば、行きやすいです。

興味の持てる内容で有ればいいと思う

障害者向けの、興味をそそられるような案内がタイムリーにあれば・・・。

利用者が興味を持てるような掲示物

関心がもてれば

興味関心があるものだといきやすい

障害者もわかりやすい展覧会や色彩のはっきりした絵画など

分かりやすく、楽しそうと感じる内容

観ることを楽しめればいい。

家族と行ける ★78 家族と行ける展覧会

宮崎駿さんの展覧会

ジブリてんが、たのしかつた

アニメや昔の風景は興味あります。

絵はどんなものでも見られたらいい。

絵を見たら楽しい。人間の顔が楽しい。

知っている絵本の展示などは楽しめるのではないか。

ずっと前、粘土の作品が見れたり、粘土で作って楽しかった。

★79 障害のある方の作品展

法人主体の個展、美術展には参加している

作業所の行事を企画する「さをり」の展覧会

観て鑑賞するだけ、というのは重度の知的障害者にとっては得るものが少ないような気がします。作品に五感で感

じられる音、感触、匂い、空気感（温度）などがリンクしていれば、何かしらのセンサーで感じることが出来て、

作品の鑑賞も意味のあるものになると思います。

五感を使って鑑賞するような展覧会など。

触って楽しむような箇所もあればあれば良いと思います。

遊びと音楽のコラボした企画

身近に感じられ、鑑賞出来るような内容のもの。体験もできるような内容のもの。

視覚よりも聴覚優位のため、音楽や動画を取り入れた展覧会など。

子どもが興味を持ちやすい分野の展覧会

子ども向けの企画

サザエさんや、マルコちゃんの様な、大人から子供まで楽しめる展覧会に行きたいと思う

★80 参加型の催しがあるといいと思います

ただ見るだけでは、本人も何をしに来ているか理解しづらい様子。参加型の何かが有れば良いのかもしれない。

ワークショップに年齢制限があるので行きにくいです。内容が良くて参加させたいなと思っても行けないことが多

いです。学齢期を過ぎるとワークショップ的なものがありません。

展覧内容に関連した遊びや物作りが体験できる展覧会。

展示に選択肢がある ★81 展覧会の内容がひとつの物より多くの選択肢がある方が、どれかは喜んでもらえるように思う。

バリアフリー（2）

バリアフリー化

バリアフリー会場だったので、行きやすかったです

会場のバリアフリー化

会場に段差がない

会場が広く車いすでも動きやすい

見て歩く通路が広いといい

車椅子使用者用のトイレ

トイレにベットがある。

広いトイレがあること。

★82 トイレに大人が使えるオムツ交換するベッドがあればいいです。

トイレスペース(ベッドでのおむつ交換)の確保

個室スペース

休憩スペース

クールダウンできる空間があること。

個々のスペースが広くとれて、飲食の休憩ができる。

展示スペース以外で飲食ができればいいと思う。

★83 人混みの中では落ち着かないという人がゆったりと過ごせる場所

座って休憩できるスペースが随所にあるといい。

飲食できるフリースペースがあれば、時間が取れるので大丈夫。車いす用トイレ、車いす移動できるバリアフ

リー。

★84 胃ろうなどのケアができるスペースがあると小休憩ができる。

一つずつの展示スペースが広かったり、所々に座れるスペースがあったり、介助者がいても他の方に迷惑がかから

ないような時間を教えてもらえるとかあれば、行きやすくなると思う

所々で休憩ができる場所を設けてほしい。

休憩場所や遊び場所等があると助かります

展示と同時に遊具が楽しめる工夫。

おもちゃやブロックなどの遊ぶところがてんてんとあればいいかな。

子どもが遊べる・預かってくれる場があるとよい。

参加型・ワークショップ

ユニバーサルデザイン

化に向けて

（施設・設備／ハード

面）

施設・設備

会場のバリアフリー

トイレ

多目的スペース

遊び場所

どんな支援、配慮があると行きやすいか（シート１）

興味関心を持てる

展覧会の内容

展覧会の内容

本人の興味のある内容

分かりやすさ

特定のテーマ・ジャンル

障害のある人の展覧会

鑑賞・参加方法

五感を使った鑑賞

子供が興味を持てる内容
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カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー ★ 回答者の記述

大きな声を出しても良いようにしてほしい。

にぎやかにしても良い

遠慮なく声を出せる環境。

★85 展覧会の主旨に外れていないことや周りの人の迷惑にならなければ、静かにしなくても良い環境であるとよい

声が出ても気にする事なく鑑賞ができる

騒いでも大丈夫な時間が設定されていたら、行きやすい。

★86 館内が静か過ぎることなく、他のお客様に気兼ねしなくてもよい場所だと連れていきやすいと思われます。

静かすぎない雰囲気

大きな声を出したり、おしゃべりができる展示会

少しくらい騒いでも大丈夫な展覧会や美術館が近くにあればいい

★87 人が少なく、声を出しても走り回っても大丈夫な環境。

大きな声や、走ったりしても迷惑を掛けない

広めの休憩スペース（声を出しても良い所）が欲しい。

★88 大きな声を出してもいいスペースがあればいい

物に触っても良く、BGMも流れている。

大きな声を出したり触ったりしても大丈夫なもの。

★89 本人が納得できるまで触ることのできる美術品があれば良い。

展示物が壊れないような工夫

柵があるとよい

★90 展覧会では触ってはいけないものは触れられないようにしてもらいたい

強度行動障害を考えると難しい

作品への防護柵やショーケースなど、触ることのできない作品展示

出入口の警備の協力 ★91 外に勝手に出れない様な配慮

障害者とその付き添い者のみ入場できる時間帯の確保

障害者オンリーの会場なら行きやすい

障害者が観賞する時間帯をもうけてもらうのもいいかもしれません。

障害のある方のみ鑑賞出来る時間や日にちが設定されていると、少しは行きやすく感じるかもしれない。

★92
展覧会で今日は障害の人ウェルカムの日とかあったらきっかけにもなるのかな？ただ、社会性として普通に行くこ

ともとても大事だと思います。

障害者優先の開催日を設ける、時間を作る。

★93
貸切、声を出したり、写真をとったりすることができる配慮があれば、作品について話しながら鑑賞したい。事後

学習で、もっと深く話ができるように写真にとっておきたい。

★94 鑑賞の時間帯が障がい者優先タイム等の取り組みがあれば一般の展覧会も出かけて行きやすくなると思います

少し声を出しても迷惑にならない時間帯等が分かると嬉しい

期間を設ける、少人数限定など（日時）

少人数での参加や人混みを避ける。

普通のお子さんがいないほうが行きやすい

★95
人混みや大きな音が苦手である。少人数で見学できる環境が必要だと思われる。また、好きな物を見る場合は独占

してしまう傾向がある為、ゆっくり見る時間の配慮が欲しい。

人数が少なく気を使わなくていい環境

★96 同じ障害を持つ方同士の交流スペースの設置

展覧会だけでなく交流会もある

観て回る時迷路のような展示は難しい。

★97
展示物に集中できるような会場作り。例えば、パーテーションで個室を多く設置されるなどプライベートな空間が

あれば落ち着くのではないでしょうか？

あまり数が多く、スケールの大きい展覧会は集中が持たないので、小ぢんまりしている、若しくは間で休憩ポイン

トがあると有り難い。

★98
車いすの人が、展示作品を見る時の車いすの操作は、行ったり来たりして、次の作品への移動が容易でない。展示

が壁に一列に並んでいるので、車いす者は見にくい。車いす者の目の位置と会わない高さに展示されている。

わかりやすい説明があればいい。

作品の説明が小さいので、見にくい。

視覚・聴覚障害者が理解できる点字などの配慮。

障害があるないに関わらず、老若男女が見に行く公的施設なので、漢字にはルビをふっていただく、できるだけ平

易な説明分があれば。

★99 楽しく分かりやすい内容や説明、展示になっていると興味が沸いたり、その興味が持続すると思う。

展覧会名にルビをふる、わかりやすい表現をする

音声ガイドはあるが文字になるといいな。例えば音声ガイドを手持ちのスマホに表示するとか。

説明イラストが豊富

車椅子移動でも進路がわかりやすく表示や案内があると嬉しいです。

目で見てわかるもの

回る順番が目で見て分かりやすいと助かります。

展覧会の後　ピアノのコンサートがおこなわれたが、席がきちんときめられていて、案内されました。

★100 会場に行った時の見通しがはっきりわかるものがあれば

バリアフリー情報や音声案内、トイレなどの情報も併せて触れられていれば嬉しいのではと思います。

チケット購入方法 車椅子の人は、チケット購入の行列に並ばなくても良いように、別の窓口を用意していたこと。

ユニバーサルデザイン

化に向けて

（サービス／ソフト

面）

どんな支援、配慮があると行きやすいか（シート２）

障害者どうしの交流機会

鑑賞しやすい

会場空間
会場空間

分かりやすい

情報の掲示

展示物の説明

館内情報の掲示

行動の難しさに

対応した

鑑賞環境

大きな声を出せる環境

走り回れる環境

声を出せるスペース

触ってもよい展示

作品を壊さない展示

障害者対応の

鑑賞

障害者限定の鑑賞日時の

設定

少人数での鑑賞
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カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー ★ 回答者の記述

障害特性に応じた説明ができる人が常時いれば行きやすい。

★101 障害に対し，様々な理解を示してくださる方が会場スタッフとしていてほしい。

★102 めぐちゃんっておぼえといてくれてこえかけてくれたこと

★103

チケットを購入する、おみやげ販売、案内係の人が、見かけはわからない失語症の人に対しての声かけを知ってお

いてもらい対応してもらえると、「外出で嫌な思いをしてしまい外出を拒む」ことがなくなり積極的に参加できる

と思う

★104
美術館に行ったときに、知的に重そうな方がおられました。お母様もそばにおられるのに係の方がそばで、じっと

見ていました。あれではゆっくり見れないです。見張っているように感じました

障がい者の特性を理解した支援者（美術館職員）がいてくれるとよい。

会場での付添いヘルパー又はボランティア

★105 会場での支援者も確保できれば、複数の利用者を連れて外出ということで　外出が実施しやすいかもしえない。

所々に職員さんが待機してたこと

★106 知的障がい者対象の美術ガイド。

会場を案内する係は絶対に必要だと思う。支援者と本人だけで展示を味わうということは考えられない。

作り方の説明をしてくれた人がいる

ポーラ美術館での声掛け

困ったときにすぐにスタッフさんに声が掛けられればとても助かる。

★107 友人に紹介して教えて貰った。歩行器を使って回っていた時に椅子を用意してくれた時がある。

適度な距離感 ★108 人見知りが激しいので、積極的に声をかけられるとかえって落ち着かなくなる。適度な距離感を保ってほしい。

障害特性に対する理解の向上

★109
声を出したり、動き回ったりするといった、障害特性を理解していただき、それでも大丈夫という展覧会があれ

ば、行きやすい

地域の理解が最も大きく支援を左右すると考えています。

声を出したり走ったりしてもよいような雰囲気がいる

気を使ってくれるとイライラしない

周囲が、障害者への認知をもっと深めてもらいたいです。

★110
しょうがいを持った人のてんらん会は周りの人も理解があるので変わった行動（動作）をしてもそっと見守っても

らえるのでとても行きやすいし楽しみです

見た目では障害がわからないため、周囲の人から白い目で見られる。我が家は障害者であることを隠すつもりはな

いので、障害者であることを示すステッカー等をつけれたら、変な誤解を受けなくて済むのに…と思う。

背中にでも「障害者です、あたたかく見守って下さい」とでも書こうかと思う事があります。

★111
配慮という点では、公共機関にしても会場にしても、温かく見守ってほしいので、一人一人の障害者に対する知識

を増やしてほしいというか、こういう人もいるって事を分かってほしいです。

事業所に案内等の送付。

障害者に向けた案内状など作成されている。

お知らせ、チラシなど、興味があれば行きます。

パンフレットなどの情報

展覧会のお知らせなどが、もっと身近に有れば触れる機会が増えるかもしれません

チラシやメーリングリスト

興味が持てるようなポスターや案内状等、個人的にみる機会があればいい。

どこにどんな企画展示をしているか情報が本人に分かりやすく入手でき、保護者でなくても同行してくれる人がい

る、そんなサービスが気軽に利用できると行きやすい。

展覧会の内容などの周知をもっと広く周知すること

前もって本人に伝えて、時間をもって確認していく

★112 早めに開催の情報を施設に知らせてもらえれば観れる。

情報掲示場所の情報 ★113 展覧会の情報がどこに掲載されているか、わかりやすくなったらいいと思う。

★114
展覧会鑑賞の招待券（入場料半額など）などがあれば行きやすくなると思います。廿日市市の美術ギャラリーは障

害者施設には無料で招待してくれるので時々みんなで行くことがあります。

「こんな展覧会がある、行きますか？」と誘ってくれたら行きやすい。

★115 時には招待してもらえれば行事として行きやすいかもしれない。

展覧会などに招待いただけると気持ち的に行きやすくなると思います。

費用の割引等。

★116 障害者手帳による入場料割引

入場料、鑑賞料がかからない、または、安価なものであれば行きやすいです。

あまりゆっくり過ごせないので安価であると行きやすい。

経済的負担がない形

無料開放

外出支援金 外出支援補助金をもらえる

（続）

ユニバーサルデザイン

化に向けて

（サービス／ソフト

面）

どんな支援、配慮があると行きやすいか（シート３）

費用 費用負担

割引

安価

無料

広報

情報提供の方法

情報提供

情報提供の工夫

情報提供の時期

招待という

機会創出
展覧会への招待

スタッフの対応

スタッフの障害者理解

会場での支援スタッフ

障害者向けのガイド

声掛け

周囲の障害理解

障害理解の向上

障害があることの表示と

温かく見守る周囲の目
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カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー ★ 回答者の記述

送迎付（2）

送迎

送迎手段の確保

福祉車両や送迎バスの提供

最寄り駅やバス停付近からの送迎バスなどあれば良いかも。

主要な駅などから、直通の移動手段。

広島駅からバスやフリーのバスで直接美術館へ行くことができる。

駐車場の確保（2）

無料の駐車場

★117 障害者用駐車場が十分準備されている。駐車場の乗降場所に屋根があり、雨天でも行くことができる。

★118 会場に行くまでの移動手段の情報

外出先での流れなどが目で見てわかるスケジュール表と、それを説明、修正する支援が必要。

アクセスに明るい支援員 ★119 会場に行くまでの移動手段がわからないため、同行できる支援者の確保が必要です。

交通機関がありかつ金銭に負担がなければ

行きやすい場所（公共交通機関で行けるところ）

施設から近い場所で開催されれば行きやすいかも。

近くで開催される。

移動に時間がかからない身近な場所での開催

気軽に行ける環境

郊外での開催 市内よりも郊外で展覧会をしてほしい

★120 施設での巡回展

施設を会場にしてもらったら絶対観れる。

支援体制の強化

付き添い支援員の人数の確保

職員数の確保

ヘルパーさんが計画的に利用できれば

ボランティアがいるとよい。

ヘルパーによる移動支援サービス

移動支援（ガイドヘルパー）。

外出同行支援サービス

美術の専門的支援員 ★121 障がい者の特性を理解した支援者（美術館職員であれば）が在宅から支援していただけたら行きやすい。

★122 事業所として必要な支援と位置づけられること。

施設での行事のひとつとして位置づける

通所施設の体験活動として行くことができた。

カリキュラムにあれば

★123 普段からの芸術への取り組み

個人ではなく、施設からグループで参加できる(社会体験的な)取組みがあれば良いと思います。

★124 個人でなく社会見学的な受け入れがあれば行きやすい

基本的な生活のベースがある程度安定していること（障害の状態や病状、経済状況、人間関係、日中活動等）

外出することへの不安は、準備物や就寝、起床時刻。

問いかけ 問いかけ 問いかけ ★125 展覧会に行くことが目的ですか？

特にない（13）

なし（2）

主催者に対してはない。

特に思いつきません。

ないよ

わからない（7）

展覧会に行っていないのでわからない

今はわかりません

あまり行かないからわからない。

思い浮かびません

どんな支援、配慮があると行きやすいか（シート４）

分からない 分からない 分からない

日常生活 日常生活 生活リズムの調整

特にない 特にない 特にない

支援体制 支援体制
支援体制の強化

鑑賞の位置づけ 鑑賞の位置づけ

組織的な位置づけ

社会体験としての受け入

れ

駐車場

交通機関

アクセス情報

公共交通機関が利用可能

開催場所

近隣での開催

施設の会場化

交通アクセス

送迎

送迎

最寄り駅からの移動

駐車場
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展覧会鑑賞に必要な支援、配慮（自由記述）のまとめ 

※【 】はカテゴリー 

 

＜全体の傾向＞ 

・回答の中で最も多かったのは、サービス・ソフト面の支援・配慮への要望であった。 

 

【興味関心を持てる展覧会の内容】 

・障害のある人にとって興味がある内容の展覧会の開催を求める回答が多かったが、その他にも、「家族と行け

る展覧会」（★78）という回答もあった。アンケート３－１－３「展覧会に行く方法」で、「家族と行く」が最

も多かったことを考えると、本人と支援者の双方にとって魅力的な内容の検討も考えられる。 

・回答の中には、「障害のある人が出品している展覧会」（★79）を求める声もあった。このことは、「11 障害

のある人が行きやすい展覧会とは（自由記述）」の中で、「障害のある人たちが出品している展覧会」が最も多

かったことや「10これまでに見に行った展覧会」で、「障害のある人の展覧会」が最も多かったこととも共通

する。やはり仲間が出品している展覧会には興味が持てるようである。 

・鑑賞では、「見ること以外の五感を使って鑑賞できる内容や参加型の展示」（★80）、また、「いくつかテーマが

分かれていてそれを選択できるような展示」(★81)があるとよいという回答もあった。 

 

【ユニバーサルデザイン化に向けて（施設・設備／ハード面）】 

・施設設備等ハード面に対する要望は全体の記述数からするとそれほど多くない。 

・「会場のバリアフリー」や「広くてベッドがあるトイレ」（★82）等共に、「多目的スペース」への要望や「遊べ

る場所」への要望がある。 

・多目的スペースでは、「休憩する」、「高ぶりや不安を落ち着かせる」、「医療的ケアをする」、「水分補給をする」

等、障害種に応じたニーズがある(★83、84)。 

 

【ユニバーサルデザイン化に向けて（サービス／ソフト面）】 

・「７ 展覧会への行きづらさ」の所で多く挙げられていた「行動の難しさ」に関連する要望が多く回答されてい

た。具体的には、「展覧会の主旨に外れていなかったり、周りの人に迷惑をかけないのであれば、静かにしなく

てもよい環境であるとよい」（★85）、「静かすぎない」（★86）、「走り回ってもよい」（★87）、「大きな声を出

してもよい」（★88）、「納得できるまで触れる」（★89）、「作品を壊さない展示」（★90）、「出入口の警備」（★

91）等を求める回答があった。 

・障害者に限定した取り組みになってしまうが、「障害者ウエルカムデーのような日の設定」（★92）や「特定の

時間帯を障害者優先にする」（★94）、「撮影等を認め、事前事後活動に使う」（★93）、「鑑賞できる人数を制限

し、ゆっくりじっくり鑑賞できる機会」（★95）等の要望がある。また、障害者ウエルカムデーには、「障害者

同士の交流機会」（★96）を作ることへの要望も含まれていた。 

・展示空間については、「個室が多くつくられていて落ち着いて鑑賞できる」（★97）、「車いすの使用者にとって

見やすい展示」（★98）、「途中に休憩スペースが用意されていること」を希望する回答もあった。 

・展示作品の情報については、「障害のある人にとっても分かりやすく興味がある内容にしてもらえるとよい」

（★99）という回答もある。 

・会場空間の把握に関して、「会場案内図は、ある程度見通しが持てるものがあるとよい」（★100）という回答

があった。ただし、こちらは美術館に何度も訪れていれば、ある程度解消するとも思われる。 

・展覧会スタッフの障害者理解に関する回答もあった（★101、103、104）。その中で、ご本人からの回答に、「め
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ぐちゃんっておぼえておいてくれてこえかけてくれたこと」(★102)という記述があった。まさにこういった

関係を作ることができれば多くの問題は解決すると思われる。相互に理解しようとする姿勢や態度の育成が今

後の課題である。 

・障害者向けの「鑑賞支援ボランティア」（★105、106）のような人がいてくれると鑑賞に行きやすいという回

答もあった。 

・「美術館スタッフからあたたかく優しい声掛けや支援をしてもらえたことがよい印象として残っている」（★

107）という回答がある一方で、何もしない（そっとしておいてほしい）という支援を求める回答もあった（★

108）。このように、支援は一面的ではなく、様々なニーズがあることも理解・共有されるとよい。 

・「声を出すことや動きまわるという行動特性があることを理解してもらいたい」（★109）という回答があり、

それは、何かを助けてほしいというばかりではなく、「温かく見守ってもらうこと」だけでも十分であるという

回答もあった（★110、111）。回答者は安心して会場を訪れたいと考えており、このことは美術館のみならず、

あらゆる施設でも共通する。 

 

【広報】 

・広報では、展覧会のチラシ等を事業所等にも配布してほしい（配布先）、興味が出るような内容にしてほしい

（案内の内容）、早めに案内がほしい（配布時期）、ネット等の掲載場所を分かりやすくしてほしい（情報掲載

場所）等の要望があった。早めに情報をもらえると予定が組みやすい（★112）という回答もあった。 

・上述の回答からさらに踏み込んで、「展覧会に招待してほしい」（★114、115）といった回答もあった。まずは

来場してもらうことから始め、美術に興味を持つ人の裾野を広げていくことも考えられる。（例えば毎月一定

数の施設・団体を招待するなど） 

 

【費用】 

・割引、安価にする、無料、外出支援等の要望がある。障害者割引があることの周知方法も検討が必要か。 

 

【交通アクセス】 

・送迎、駐車場、交通機関、開催場所に関する回答があった。 

・駐車場は、「７ 展覧会の行きづらさ」でも多くの回答があり、駐車場の確保や駐車場所、駐車場からの移動に

関する改善のバリエーションがあるとよい（★117）。 

・「会場までの移動手段の情報を知りたい」（★118）という回答、また「交通情報に明るい支援員さんがいると

よい」(★119）という回答があった。例えば、交通案内アプリとリンクさせ、自宅の最寄駅を入力すると、美

術館までの交通情報が掲載されるような情報提供も考えられる。 

・「施設での巡回展があるとよい」（★120）という回答があった。人ではなく、作品が各地を巡回するというこ

とも、保険等の問題が解決すれば面白いアイデアではある。 

 

【支援体制】 

・回答の多くは施設の人的体制や福祉サービスの充実を求める回答である。 

・その中で、「美術専門のヘルパーさん」（★121）というアイデアがあり、アートヘルパーなど、これまでには

無い新しいサービスになる可能性もある。 

 

【鑑賞の位置づけ】 

・回答の中には、施設や事業所で「（美術館での鑑賞活動が）事業として必要な支援と位置付けられること」（★

122）や「普段から芸術に取り組むこと」（★123）を求める回答があった。これは保護者や施設等の美術の理
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解や奨励とも関係している。試行的に、継続して美術館に来場してもらい、その効果を検証することも考えら

れる。 

・「個人ではなく社会見学的な受け入れがあれば行きやすい」（★124）という回答がある。様々な人を対象とし

た「美術館ツアー」という美術館の新たなサービスも検討できる。障害者デー（タイム）に合わせて企画して

みてもよい。それに合わせて人材育成も可能か。 

 

【問いかけ】 

・「展覧会に行くことが目的ですか？」（★125）という示唆のある回答があった。なんのために鑑賞活動を行う

のか、何を目指すのか、という目的を明確化し、共有することも求められる。 
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Ⅳ－１０ 鑑賞したい展覧会のテーマ、ジャンル（自由記述） 

 

回答者：212 名（回答率：57.3％） 

回答数：全 269 個（異なる内容の記述があった場合は分けて分類した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー 回答者の記述

触れられる

触れる作品

触れる展示物

触れる展覧会

乗ったり触ったりできる作品

観るだけでなく音や感触も楽しめる

自由に声が出せて、作品に触っても良い

触れるもの、動かせるもの

触ってもいい作品展覧会など、興味を持たせようとしているチャレンジ型

見るだけでなく、特に触れることが重要だと思う。聴こえる。香るなど。

遊べる楽しい展覧会

ワークショップなどあれば本人も楽しめるかもしれない。

体験するところがあるもの

自分も体験できるような、絵画や工作などがある展覧会。

行って絵を描くコーナーがあったらいい。

造形なら体験できるように。

物づくりー紙細工の体験

見て、聴いて（音楽付き）楽しめる展覧会

視覚だけでなく音楽や光など五感に訴えるもの

絵だけではなく、太鼓や演奏や出演場面があれば行く。

書道であれば、目の前で実践してくれるような場面もある展覧会など。

障害を持った方々の作品展

同じ障がいのある人たちの作品などの展示

同じ障がいをもたれている方の作品

障害を持った仲間たちが自由に作った作品

障害者が描いた絵

私は障がいのある方の作品を一人でよく見に行きます。支援の参考になれば思っています。

しょうがいのある人がかいているんもの

しょうがいのある人が書いたもの

障害児者の作品

自分の作品が出ている作品展。展覧会をきっかけに外出して食事などをすることも楽しみにしている。

自分の作品が出ているもの

自分の作品が出ていたら見に行ってみたいと思っている。

本人の作品が展示される展覧会。

本人が出品した展覧会

アニメ・アニメーション（27）

アニメの展示展やアニメに関する物

アニメの原画など

本人の興味があるアニメなどがメインで開催されていると行きやすい

アニメ（昔から見ている）などの展覧会

アニメとか実際テレビ等で目にしたことのあるもの。

テレビで観るような身近なアニメ、

テレビで目にするアニメなど馴染みのあるもの

アニメが好き。ドラゴンボールやワンピースなど。

ドラえもんが好き。

ドラえもんの展覧会に行ったことがある

ちびまる子ちゃん、アンパンマン

ちびまる子ちゃん展、サザエさん展など

今日までだが、県立美術館のちびまる子ちゃん展には数名がそれぞれ1人で行っています。

日本昔話、ディズニー、ジブリ

自身が作品を出品した展覧会

障害のある人の展覧会

五感を使った体験型の展覧会

アニメ

どんなテーマ、ジャンルの展覧会が見たいか（シート１）
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カテゴリー 回答者の記述

キャラクター（2）

キャラクター物

好きなキャラクター

キャラクター（ポケモン、ケロロ軍曹、たまごっち、プリキュア）

テレビで見る、知っているキャラクターの絵が見たいし、解説があったらいい。

子ども向け番組のキャラクターなど

マンガとか知っているキャラクターの展示が見に行きたい。

キャラクターなどの作者の作品など

アニメキャラクターをモチーフにした立体の展示や触れる展示がある展覧会

アンパンマン

アンパンマンなど見覚えのあるもの

有名でなくても、かわいいキャラクター

絵本(５)

絵本の原画展(2）

よく知ってる絵本

本人が知っている絵本などの原画展など

絵本作家など本人が普段の生活で触れている作品に関連するような展覧会。

絵本等で見たことのある絵の展示

知的障害もある為、絵本など、子供が見て分かりやすいもの

絵本に関連したものが良いと思います。

マンガ（３）

子供向けの昔ながらの漫画家さんの展覧会

高齢なので、昔の漫画などの展覧会。

マンガのキャラクター（コナン、ウルトラマン）

戦隊もの（3）

テレビで目にするヒーローなど馴染みのあるもの

スーパー戦隊ものや仮面ライダーに興味あり。

スーパー戦隊シリーズ　

高齢なので、昔の戦隊ものなどの展覧会。

ウルトラマンシリーズ

マインクラフトなど子供が興味あるもの

パソコン関係のゲーム

ゲームやプログラミングなどに関するもの

ゲームの原画など

芸能人

昔のアイドル関係の展覧会（歌関係も含む）。

歌手（里見浩太朗の歴史など）の紹介、お芝居の写真。

演歌や歌

動物・どうぶつ（7）

動物関係

動物（生き物）

動物をテーマとしたもの

動物等の絵や写真

普段見ることがない動物の写真展

猫とか動物もの。

ねこ

牛のテーマ

海の生き物

魚介類（2）

キョウリュウ

昆虫

乗り物

新幹線や各地方の電車

電車・汽車

電車、バスなど乗り物がテーマ。

車

自動車

バイク等、乗り物系

絵本

マンガ

動物・生き物

キャラクター

どんなテーマ、ジャンルの展覧会が見たいか（シート２）

芸能

戦隊・ヒーローもの

ゲーム

乗り物
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カテゴリー 回答者の記述

風景

風景画

風景作品（写真）

普段見ることがない自然の写真展

海外に興味があるので、海外の町並みとか

自然がテーマのもの

自然に関するもの

自然をテーマとしたもの

花や植物

ボタニカルアート

絵画（9）

絵画（美しいもの）

絵（2）

絵を見に行きたい

油絵展覧会を見に行きたい。

アート作品（油絵）

絵はどんなものでも見られたらいい。　　

明るく、多彩な色を使った絵画

印象派

絵画ならテーマに合った音を。

お絵かき

立体

立体作品が並ぶ展覧会

造形

粘土

紙アート作品

現代アート（2）

現代作家

書（2）

書道

習字

陶芸作品、独創的なもののほうが興味がありそう。

陶芸作品など、学校の図画工作等で再現しようという意欲の出る作品

やきもの

工芸品

工芸、園芸

写真

写真展（2）

絵手紙の展覧会

絵手紙

ちぎり絵

切り絵

工作 工作（2）

さをり織りの展覧会があれば行きます。

さをり織り

ゴッホ

ピカソみたいな感じ

山下清展はまっく興味を持たず、岡本太郎展は、興奮していました。

イラストレーター（デジタルイラスト、コミックイラスト）の展覧会

色がきれいな作品

鮮やかな色合いの作品。

色と色が混ざった作品

カラフルなもの

色が沢山使ってある作品

きれいな色とか花とかが見てみたい。

自然

植物

美術作家の作品展

色彩豊かな作品

風景

切り絵

現代アート

書

陶芸

工芸

絵画

立体

どんなテーマ、ジャンルの展覧会が見たいか（シート３）

さをり織り

写真

絵手紙
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カテゴリー 回答者の記述

身近によく見るもの

子どもの身近な物をテーマにしたもの

本人の知っている物。テレビや街で見たことある物など。

一緒に楽しめる  テレビなどで見たことあるもの

過去のテレビ等、また幼い頃に見たり体験したことは興味を持たれる方が多いように思います。BGMも懐かし

い曲など再生すると反応される方も多いです。

動く物

動くもの

丸い物、動く物が好きです。

CMをテーマにしたもの

ピタゴラ装置のような物の展覧会。

幾何学模様の作品に興味を持っている。

大きな作品で圧倒するような大胆な作品

見たことのない新しい世界観のあるもの

デザイン製についても着目してあると面白そう

不気味展覧会良いです

マニアックな感じ

心があたたかくなる展覧会

笑いが出るような展覧会

未就学児童が喜ぶようなもの。

ジャンルはなんでもいい気がする。出かけたい気持ちが強いと思う。

きれいなおんなのひと

人関係

ヌード

絵師

レゴ作品展を見せてあげたいのですが、触って壊してしまいそうで連れて行けずにいます。

人形やロボット

日本神話・妖怪

神楽

音の工夫   

芸術系

映像

光などのアート

自由展示　

特に無し（2）

特にジャンルはありません。

別に無し

わからない（6）

わかりません（3）

不明（2）

よくわからない

思い浮かびません

どんなテーマ、ジャンルの展覧会が見たいか（シート４）

特にない

分からない

身近なもの

動くもの

その他
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Ⅴ 展覧会の名称について 
 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展覧会の名称 人数

今は「障害のある人」に限定した作品展も必要だが、将来的には「アート」というカテゴリーに含まれていくべき。 117

障害のある人の表現のおもしろさや特殊性を知ってもらう意味でも「障害がある人」という説明や、特化した作品展は必要。 110

限定してもいいが、「障害のある人も頑張って表現活動をしている」というように、アートをあたかも障害者理解の手段のように使

うのは不適切のように思う。
58

アートに障害のあるなしは関係ないのだから、障害者に限定した作品展は必要ない。 58

その他 27

計 370
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Ⅵ オンラインや映像による鑑賞について 
 

Ⅵ－１ デジタル端末の所有 

     
 

  
 

 

Ⅵ－２ 所有しているデバイス（本人用、共用のデジタル端末を持っていると回答した 188 名による複数回答） 

      

 

デジタル端末の所有 人数

本人用のデジタル端末を持っている 133

共用のデジタル端末を持っている 55

持っていない 182

計 370

所有している機種 人数

スマートフォン 100

タブレット 86

パソコン 68

ガラケー 30

その他 5

計 289
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Ⅵ－３ インターネットの使用状況 

      

 

 

Ⅵ－４ インターネットの使用条件 

      

 

インターネットの使用状況 人数

いつでも使える 157

条件付きで使うことができる 99

使うことができない 107

その他 7

計 370

インターネットの使用条件 人数

使える場所が決まっている 61

使える時間帯が決まっている 37

使えるギガ数が決まっている 13

その他 11

計 122
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Ⅵ－５ ユーチューブによる美術鑑賞 

      

 

 

Ⅵ－６ 美術のデジタルコンテンツ閲覧の希望 

      
 

 

Ⅵ－７ デジタルデバイスを用いた作品制作の希望 

     
 

ユーチューブによる美術鑑賞 人数

よく見ている 27

たまに見ている 63

ほとんど見たことがない 140

全く見たことがない 129

その他 11

計 370

美術のデジタルコンテンツ 人数

とても見てみたい 70

少し見てみたい 148

あまり見たいと思わない 73

全く見たいと思わない 24

内容による 52

その他 3

計 370

デジタル媒体を用いた作品制作 人数

とても取り組んでみたい（ほしい） 67

少し取り組んでみたい（ほしい） 119

あまり取り組んでみたい（ほしい）と思わない 69

まったく取り組んでみたい（ほしい）と思わない 23

教えてくれる人がいれば取り組んでみたい（ほしい） 70

その他 22

計 370
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47 

 

１ 本調査の成果 

本調査で明らかになったことを、Q&A の形式で整理する。 

 

表現活動の実態 

Q：広島県内の障害のある人はどのくらい学校以外で表現活動を行っているのか。 

A：2020 年 8月現在、何らかの表現活動を「している」人は 241 名（65％）、「していない」人は 129 名（35％）

であった。 

 

Q：どのような表現活動を行っているのか。 

A：表現活動の内容は、絵画が最も多く、続いて遊びでのお絵かき、粘土遊び・工作であった。 

 

Q：どこで行っているのか。 

A：表現活動を行う場所は、通所施設が最も多く、続いて自宅、入所施設であった。 

 

Q：表現活動を行っていた時期はいつまでか。 

A：現在、表現活動を行っていない人のうち、特別支援学校高等部（もしくは高等学校）卒業を最後に表現活

動に取り組んでいないと回答した人が最も多く、全体の 46％であった。 

 

Q：表現活動をしたいかどうか。 

A：現在、表現活動を行っていない人うち、表現活動を「とてもしたい」、「まずまずしたい」、「機会があれば

してみたい」と回答した人は 76％であった。 

 

鑑賞活動の実態 

Q：広島県内の障害のある人はどのくらい展覧会に行っているのか。 

A：展覧会の鑑賞について、「よく行く」、「たまに行く」と回答した人は 129 名（42％）、「ほとんど行ったこと

がない」、「全く行ったことがない」、「昔は行っていたが今は行っていない」と回答した人は 241 名（58％）

であった。 

 

Q：展覧会に行く理由は何か。 

A：展覧会に行く理由として最も多かったのは、「本人（自分）が出品している展覧会」で、次いで「本人が興

味のある展覧会が開かれた時」、「連れて行ってくれる人がいる時」であった。 

 

Q：展覧会に行く頻度はどの程度か。 

A：展覧会に「よく行く」、「たまに行く」と回答した人の中で最も多かったのが「1年に 1回」（57 名：37％)、

次いで「1 年に２～3回」（55 名：35％）であった。 

 

Q：展覧会にはどのようにしていくのか。 

A：展覧会に「よく行く」、「たまに行く」と回答した中で最も多かったのが、「家族と行く」（72 名）であった。
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次いで「通所施設の職員と行く」、「入所施設の職員と行く」であった。 

 

Q：障害のある人が行きやすい展覧会とはどのような展覧会か。 

A：記述回答の中で最も多かったのは、「障害のある人達が出品している展覧会」であった。その他には、「体

験型の展覧会」、「障害者への理解がある展覧会」、「交通アクセスが充実している」、「会場がユニバーサルデ

ザイン化されている」、「興味のある内容である」という回答であった。 

 

Q：展覧会に行きたいかどうか。 

A：現在展覧会に行っていない人のうち、展覧会に「とても行きたい」、「まずまず行きたい」、「機会があれば

行ってみたい」と回答した人は 70％であった。 

 

展覧会に行くことの難しさ 

Q：展覧会への行きづらさは何か。 

A：数値による回答の中で最も多かったのは、「興味を持てるテーマの展覧会があまりない」ことであった。次

いで、「どこでどんな展覧会が行われているか知らない」、「鑑賞だけでは時間を持て余してしまう」であっ

た。ただし、記述回答では、興味関心の所在に関して障害ゆえに本人の意思を的確に読み取れないという保

護者や支援者の回答も含まれていた。 

   

Q：展覧会への行きづらさの要因にはどのような内容が含まれているか。 

A：統計を用いた分析（因子分析）では、①施設・設備への不安、②周囲への憂慮、③興味の所在、④アクセ

ス、⑤場所への苦手意識の 5種類であった。ただし、記述回答の分析では、より多様で複雑な要因があるこ

とが分かった。具体的には、上記 5種類が美術館等や本人・支援者に起因しているのにたいし、施設側の要

因として「支援者を確保すること」や「スケジュール調整」の難しさに加え、「保護者や事業所の芸術活動へ

の理解の不足」も挙げられていた。このことにより、鑑賞活動が事業計画や活動計画に含まれないことも行

きづらさの要因となっていた。また、近年のコロナウイルス感染症の拡大に伴い罹患を懸念して外出を控え

るという回答もあった。 

 

Q：展覧会の鑑賞に関して、本人と支援者で意識の違いはあるか。 

A：支援者に対し、「美術にあまり興味がないので鑑賞の機会を作ろうと思ったことがない」かどうかを質問し

たところ、「とてもあてはまる」、「ややあてはまる」と回答した人は 67％であった。それに対して、本人に

対し、「保護者や職員さんが美術に興味がないので展覧会を見にいきたいと言い出しにくい」かどうかを質

問したところ、「とてもあてはまる」、「ややあてはまる」と回答した人は 77％であった。支援者の美術への

興味の所在が展覧会鑑賞の機会創出に影響していることが推察される。 

 

Q：障害種によって、展覧会への行きづらさは異なるのか。 

A：障害種の中では、特に広汎性発達障害の人たちが展覧会に行くことに難しさを感じていた。 

 

Q：居住地域によって展覧会への行きづらさは異なるのか。 

A：統計上の差は現れなかった。しかし、居住する市町に美術館がある場合と無い場合で、回答数に違いがみ

られた。 
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 Q：どのような配慮、支援、取り組みがあれば展覧会に行きやすくなるか。 

 A：記述回答では、「興味関心を持てる展覧会の内容」、「施設・設備／ハード面の整備」、「サービス／ソフト面

の整備」、「広報の工夫」、「費用負担の改善」、「交通アクセスの改善」、「支援体制の整備」、「事業計画におけ

る鑑賞活動の位置づけの再検討」等が含まれていた。中でも、最も多かったのは、サービス・ソフト面の支

援・配慮への要望であった。具体的には、障害のある人の「行動の難しさ」への対応に関連する要望が多く、

大きな声をだしてしまうこと、突然走りだしてしまうこと等に対して本人・支援者、作品、他の鑑賞者の安

心・安全を確保した状態で鑑賞できる環境の整備を求める回答が多かった。 

 

展覧会の名称について 

 Q：「障害のある人」に限定した作品展についてどう思うか 

 A：「今は「障害のある人」に限定した作品展も必要だが、将来的には「アート」というカテゴリーに含まれて

いくべき」と回答した人が 117 名（31％）と最も多く、ほぼ同数で、「障害のある人の表現のおもしろさや

特殊性を知ってもらう意味でも「障害がある人」という説明や、特化した作品展は必要」と回答した人も 110

名（30％）いた。 

 

オンラインや映像による鑑賞ついて 

Q：広島県内の障害のある人はどの程度デジタル端末を所有しているのか。 

 A：回答者のうち、本人用のデジタル端末を持っている人は 133 名（36％）、共用の端末を持っている人は 55

名（15％）、持っていない人は 182 名（49％）であった。持っている端末の種類は、スマートフォンが最も

多かった。 

 

 Q：障害のある人は家や施設でどの程度インターネットを使用できるのか。 

 A：回答者のうち、「いつでも使える」人は 157 名（42％）、「条件付きで使える」人は 99 名（27％）、「使えな

い」人は 107 名（29％）であった。条件付きの条件とは、使える場所が決まっているという回答が最も多か

った。 

 

 Q：障害のある人はユーチューブなどで美術鑑賞をしているか。 

A：「よく見ている」と「たまに見ている」が 90名（24％）であったのに対し、ほとんど見たことがない、全

く見たことが無いと回答した人は 269 名（73％）であった。 

 

 Q：インターネットによる美術鑑賞の機会があったら見てみたいと思うか。 

A：「とても見てみたい」と「少し見てみたい」と回答した人は、218 名（59％）、「あまり見たいと思わない」、

「全く見たいと思わない」と回答した人は 97 名（26％）であった。「内容による」と回答した人は、52 名

（14％）であった。 

 

 Q：パソコンやタブレット等のデジタル端末を用いた表現活動に取り組んでみたいか。 

A：デジタル端末を用いた表現活動に「とても取り組んでみたい」、「少し取り組んでみたい」と回答した人は

50％であった。また、「教えてくれる人がいれば取り組んでみたい」と回答した人も 70名（19％）いた。 
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２ 今後の施策に向けた展望 

 

今後に向けて 

 ・本調査で挙げられた鑑賞への行きづらさは、決して美術館のみの問題とはいえない。公共施設を利用する際

に感じる、共通した困難さをある程度浮き彫りにしていると思われる。そのため、本事業が他の公共施設に

とっても有益であるような、汎用性を想定した施策の企画・実施が求められる。 

 ・施策の実施に際しては、本調査で明らかになった課題の解決と共に、課題の解決が障害者以外の人たちにも

どのような広がりを持って利益を供するかという視点も必要である。 

・行政、美術館、当事者、福祉事業所等の関係者が本調査の情報を共有し、相互に歩み寄り、理解しようとす

る姿勢が必要である。（良好な関係の構築が、安心できる鑑賞環境の整備に繋がると考える） 

 ・他都道府県の自治体と情報共有の機会を持ち、課題の確認や情報発信の機会を持つことができると、本事業

の位置づけや独自性、課題がより明確になる。 

 

 

具体的な改善点 

・障害のある人たちが「観る」だけではなく「参加可能な」施策の検討が必要である。 

・本人への対応と同じく支援者・事業所等に対して美術鑑賞の魅力を伝える必要がある。 

 ・交通アクセスの改善、もしくは交通アクセスが問題にならない施策の検討が求められる。 

 ・鑑賞環境のサービス・ソフト面の発展的改善が求められる。 

・障害のある人たちの表現・鑑賞を充実させるための人的育成も求められる。 
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おわりに 

 

 

 今回アンケートに寄せられた回答は、広島県内に在住、在勤している障害のある方、障害のある方をサポート

している方々の直接の「声」です。アンケートという形式をとってはいますが、直接集まってお一人お一人の意

見を聞くことと同じ重さを、本アンケートの回答は持っています。今回のアンケートで特徴的であったことは、

回答率の高さももちろんですが、任意で求めた記述回答の回答率が高かったことです。特に「展覧会への行きづ

らさ」では、おかれた現状について率直な回答をいただくことができました。このことは、数値を選択して回答

するアンケートだけではとらえられない、多様で複雑で現実的な状況を知ることができました。また、「必要な支

援・配慮」では、お一人から複数の提案や現状改善のアイデアをいただくことができました。これら、積極的な

回答は、このアンケートが具体的な施策へと建設的に接続されることへの期待の大きさであると受け止めていま

す。 

このたびは、普段あまり慣れ親しんでいないインターネットを介したアンケートを実施しました。そのため、

懸念や不安を感じながら回答いただいたことが想像されます。それにもかかわらず、400 名近い方からの回答を

いただくことができ、さらには障害のある方ご本人からも多くの回答をいただけました。改めまして、回答いた

だいた皆様、そして関係各所のご協力に感謝いたします。 

 

 

 

広島県障害者支援課 

広島大学 

広島県アートサポートセンター 
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